
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】電子配線層のサンドイッチ層を具えた両電極板

材料の提供により、超小型化の二次電池を実現する。

【解決手段】第一基板１１１、及び、第一基板表面を被

覆する第一金属箔１１３を含んだ第一電極層１１と、第

二基板１３１、及び、第二基板表面を被覆する第二金属

箔１３３を含んだ第二電極層１３と、第一電極層と第二

電極層の間に挟持された電子配線層１５を含み、両電極

板材料の上から下への順番が第一金属箔、第一基板、電

子配線層、第二基板、第二金属箔と密接構造で積み重な

っていることを特徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 子 配 線 層 の サ ン ド イ ッ チ 層 を 具 え た 両 電 極 板 材 料 に お い て 、
第 一 基 板 、 及 び 、 第 一 基 板 表 面 を 被 覆 す る 第 一 金 属 箔 を 含 ん だ 第 一 電 極 層 と 、
第 二 基 板 、 及 び 、 第 二 基 板 表 面 を 被 覆 す る 第 二 金 属 箔 を 含 ん だ 第 二 電 極 層 と 、
第 一 電 極 層 と 第 二 電 極 層 の 間 に 挟 持 さ れ た 電 子 配 線 層 を 含 み 、
そ の 両 電 極 板 材 料 の 上 か ら 下 へ の 順 番 が 該 第 一 金 属 箔 、 該 第 一 基 板 、 該 電 子 配 線 層 、 該 第
二 基 板 、 該 第 二 金 属 箔 と 密 接 構 造 で 積 み 重 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 電 子 配 線 層 の サ
ン ド イ ッ チ 層 を 具 え た 両 電 極 板 材 料 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 両 電 極 板 材 料 に お い て 、 そ の 第 一 基 板 は 、 プ リ ン ト 回 路 板 の 基 材 で 、 そ の
第 二 基 板 が 、 プ リ ン ト 回 路 板 の 基 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 両 電 極 板 材 料 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 両 電 極 板 材 料 に お い て 、 そ の 第 一 基 板 は 、 フ レ キ シ ブ ル の 巻 回 で き る 基 材
で 、 そ の 第 二 基 板 が フ レ キ シ ブ ル の 巻 回 で き る 基 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 両 電 極 板 材
料 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の 両 電 極 板 材 料 に お い て 、 そ の 第 一 金 属 箔 は 、 銅 箔 で 、 そ の 第 二 金 属 箔 が 、
ア ル ミ 箔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 両 電 極 板 材 料 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の 両 電 極 板 材 料 に お い て 、 そ の 電 子 配 線 層 は 、 回 路 板 、 及 び 、 少 な く と も 1
個 以 上 で 、 且 つ 、 該 回 路 板 に 溶 接 さ れ た 電 子 デ バ イ ス を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 両 電 極 板
材 料 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 両 電 極 板 材 料 に お い て 、 そ の 回 路 板 は 、 プ リ ン ト 回 路 板 、 フ レ キ シ ブ ル プ
リ ン ト 基 板 の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 両 電 極 板 材 料 。
【 請 求 項 ７ 】
二 次 電 池 に お い て 、
第 一 基 板 、 及 び 、 第 一 基 板 表 面 を 被 覆 す る 第 一 金 属 箔 を 含 ん だ 第 一 電 極 層 と 、
第 二 基 板 、 及 び 、 第 二 基 板 表 面 を 被 覆 す る 第 二 金 属 箔 を 含 ん だ 第 二 電 極 層 と 、
第 一 電 極 層 と 第 二 電 極 層 の 間 に 挟 持 さ れ た 電 子 配 線 層 を 含 み 、 上 か ら 下 へ の 順 番 が 該 第 一
金 属 箔 、 該 第 一 基 板 、 該 電 子 配 線 層 、 該 第 二 基 板 、 該 第 二 金 属 箔 と 密 接 構 造 で 積 み 重 な っ
て い る 両 電 極 板 材 料 と 、
電 解 物 質 と 、
該 両 電 極 板 材 料 、 及 び 、 該 電 解 物 質 を 収 納 す る 包 装 カ バ ー 体 を 含 ん だ 内 部 空 間 を 具 え る こ
と を 特 徴 と す る 、 二 次 電 池 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 記 載 の 両 電 極 板 材 料 に お い て 、 そ の 第 一 基 板 は 、 プ リ ン ト 回 路 板 の 基 材 で 、 そ の
第 二 基 板 が 、 プ リ ン ト 回 路 板 の 基 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 両 電 極 板 材 料 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 二 次 電 池 に お い て 、 そ の 第 一 基 板 は 、 フ レ キ シ ブ ル の 巻 回 で き る 基 材 で 、
そ の 第 二 基 板 が 、 フ レ キ シ ブ ル の 巻 回 で き る 基 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 二 次 電 池 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 二 次 電 池 に お い て 、 そ の 第 一 金 属 箔 は 、 銅 箔 で 、 そ の 第 二 金 属 箔 が 、 ア ル
ミ 箔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 二 次 電 池 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 二 次 電 池 に お い て 、 そ の 電 子 配 線 層 は 、 回 路 板 、 及 び 、 少 な く と も 1個 以
上 で 、 且 つ 、 該 回 路 板 に 溶 接 さ れ た 電 子 デ バ イ ス を 含 む こ と 特 徴 と す る 、 二 次 電 池 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ 記 載 の 二 次 電 池 に お い て 、 そ の 回 路 板 は 、 プ リ ン ト 回 路 板 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ
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ン ト 基 板 の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 二 次 電 池 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 二 次 電 池 の 正 電 極 板 と 負 電 極 板 に 用 い る こ と に 関 り 、 特 に 二 次 電 池 内 の 電 子 配
線 層 の サ ン ド イ ッ チ 層 を 具 え た 両 電 極 板 、 及 び 、 こ の 両 電 極 板 を 具 え た 二 次 電 池 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 二 次 電 池 の 構 造 は 、 リ チ ウ ム 充 電 電 池 、 ニ ッ ケ ル 水 素 充 電 電 池 、 リ チ ウ ム ポ リ マ ー
充 電 電 池 な ど で 、 均 し く 単 純 に 正 電 極 板 、 負 電 極 板 に そ れ ぞ れ 電 解 質 膜 ペ ー ス ト を 塗 布 し
、 そ し て 、 更 に 正 電 極 板 、 隔 離 膜 、 負 電 極 板 、 隔 離 膜 を 上 か ら 下 に 順 序 良 く 重 ね て 捲 回 を
経 る こ と で 電 池 の 電 極 芯 と し て 形 成 さ れ 、 更 に 電 解 液 の 注 入 、 封 止 な ど の 手 段 過 程 を 経 て
二 次 電 池 の 製 造 が 完 成 す る 。 前 記 二 次 電 池 で 用 い る 正 電 極 板 と 負 電 極 板 な ど の 材 料 に つ い
て 、 そ の 構 造 は そ れ ぞ れ 単 独 の 構 成 部 材 で あ り 、 例 え ば 正 電 極 板 材 料 は 1本 の 帯 状 の 構 造
で 、 ま た 、 負 電 極 板 材 料 も も う 1本 の 帯 状 の 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 の 発 明 者 は 、 長 年 使 用 し た 従 来 の 正 電 極 板 と 負 電 極 板 の 構 造 を 突 破 し 、 軽 い 、 薄 い
、 短 い 、 小 さ い 、 さ ら に 超 小 型 化 の 二 次 電 池 を 実 現 す る た め 、 正 電 極 板 と 負 電 極 板 の 新 し
い 構 造 を 発 明 し た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 主 な 目 的 は 、 一 種 の 二 次 電 池 に 用 い た 両 電 極 板 を 提 供 す る こ と に あ り 、 正 電 極 板
の 機 能 、 及 び 、 負 電 極 板 の 機 能 を 提 供 す る と 同 時 に 密 接 の サ ン ド イ ッ チ 層 で そ の 間 に 構 築
さ れ る 電 子 配 線 層 を 具 備 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 更 な る 目 的 は 、 一 種 の 二 次 電 池 を 提 供 す る こ と に あ り 、 本 発 明 の 両 電 極 板 材 料 を
応 用 し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 電 子 配 線 層 の サ ン ド イ ッ チ 層 を 具 え た 両 電 極 板 材
料 に は 第 一 基 板 、 及 び 、 第 一 基 板 表 面 を 被 覆 す る 第 一 金 属 箔 を 含 ん だ 第 一 電 極 層 と 、 第 二
基 板 、 及 び 、 第 二 基 板 表 面 を 被 覆 す る 第 二 金 属 箔 を 含 ん だ 第 二 電 極 層 と 、 第 一 電 極 層 と 第
二 電 極 層 の 間 に 挟 持 さ れ た 電 子 配 線 層 を 含 み 、 そ の 両 電 極 板 材 料 の 上 か ら 下 へ の 順 番 が 第
一 金 属 箔 、 第 一 基 板 、 電 子 配 線 層 、 第 二 基 板 、 第 二 金 属 箔 と 密 接 構 造 で 積 み 重 な っ て い る
こ と を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
更 に 、 本 発 明 で あ る 一 種 の 二 次 電 池 は 、 両 電 極 板 材 料 、 電 解 物 質 、 及 び 、 内 部 空 間 を 利 用
し て 両 電 極 板 材 料 、 及 び 、 電 解 物 質 を 収 納 す る 包 装 カ バ ー 体 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
該 項 目 を 熟 知 す る 技 術 者 に 本 考 案 の 目 的 、 特 徴 、 及 び 、 効 果 を 理 解 し て も ら う た め 、 下 記
の 具 体 的 な 実 施 例 を 介 す る と 共 に 付 属 の 図 式 を 組 み 合 わ せ 、 本 発 明 に 対 す る 詳 細 な 説 明 を
以 下 の と お り 行 う も の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 両 電 極 板 10は 、 二 次 電 池 の （ 例 え ば リ チ ウ ム 充 電 電 池 、 ニ ッ ケ ル 水 素 充 電 電 池 、
リ チ ウ ム ポ リ マ ー 充 電 電 池 な ど ） の 正 極 と 負 極 の 電 極 板 材 料 と す る こ と が で き る 以 外 に 、
両 電 極 板 10は 電 子 配 線 層 15を 設 置 す る こ と が で き た め 、 例 え ば 超 小 型 サ ー ミ ス タ 、  MOSFE
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Tス イ ッ チ の 遮 断 器 な ど の 電 子 デ バ イ ス の よ う な マ イ ク ロ マ シ ン セ ン サ ー を 電 子 配 線 層 15
に ふ 設 す る こ と が で き 、 電 子 配 線 層 15が サ ン ド イ ッ チ 構 造 を 採 用 す る こ と で こ れ ら 電 子 デ
バ イ ス が 外 部 に 露 出 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 両 電 極 板 の 立 体 構 造 見 取 図 、 及 び 、 図 ２ が 本 発 明 の 両 電 極 板 の 分 解 図 で
あ る 。 両 電 極 板 10に は 、 主 に 第 一 電 極 層 11、 第 二 電 極 層 13、 及 び 、 電 子 配 線 層 15を 含 み 、
下 記 と お り に 説 明 す る 。 第 一 電 極 層 11に は 、 第 一 基 板 111、 及 び 、 第 一 基 板 111の 表 面 を 被
覆 す る 第 一 金 属 箔 113を 含 み 、 第 二 電 極 層 13に は 、 第 二 基 板 131、 及 び 、 第 二 基 板 131の 表
面 を 被 覆 す る 第 二 金 属 箔 133を 含 む 。 第 一 基 板 111と 第 二 基 板 131に 用 い る 基 材 は 、 例 え ば
プ リ ン ト 回 路 板 の 基 材 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の 基 材 、 フ レ キ シ ブ ル の 巻 回 で き る 基
材 な ど を 使 用 で き る 。 第 一 基 板 111の 表 面 に 位 置 す る 第 一 金 属 箔 113、 及 び 、 第 二 基 板 131
の 表 面 に 位 置 す る 第 二 金 属 箔 133は 、 何 の 種 類 の 二 次 電 池 の 製 造 条 件 に 基 づ い て 適 切 な 金
属 箔 を 選 択 で き 、 リ チ ウ ム 充 電 電 池 の 製 造 を 例 に す る と 、 第 一 基 板 111の 表 面 の 第 一 金 属
箔 113に 銅 箔 を 用 い 、 第 二 基 板 131の 表 面 の 第 二 金 属 箔 133に ア ル ミ 箔 を 用 い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
電 子 配 線 層 15が 第 一 電 極 層 11と 第 二 電 極 層 13の 間 に 挟 持 さ れ 、 第 二 図 ２ を 見 る と 、 本 発 明
の 両 電 極 板 10の 上 か ら 下 へ の 順 番 が 第 一 金 属 箔 113、 第 一 基 板 111、 電 子 配 線 層 15、 第 二 基
板 131、 第 二 金 属 箔 133と 密 接 の サ ン ド イ ッ チ 構 造 で 積 み 重 な っ て い る 。 電 子 配 線 層 15に は
、 主 に 回 路 板 151、 及 び 、 少 な く と も 1個 以 上 の 電 子 デ バ イ ス 153を 含 み 、 電 子 配 線 層 15は
例 え ば プ リ ン ト 回 路 板 を 基 材 と し て 用 い 、 ま た 、 更 に エ ッ チ ン グ の 製 造 工 程 を 経 る こ と で
導 線 線 路 を プ リ ン ト 回 路 板 上 に 形 成 し 、 こ れ に よ り 回 路 板 151の 製 造 を 完 成 す る こ と が で
き る 。 次 に 、 溶 接 の 製 造 工 程 を 経 て 、 こ れ ら 電 子 デ バ イ ス 153を 該 導 線 線 路 の パ ッ ド 上 に
溶 接 す る 。 更 に 、 電 子 配 線 層 15は 数 個 の バ イ ア ホ ー ル (図 に は 未 表 示 )を 設 置 す る こ と が で
き 、 こ れ ら バ イ ア ホ ー ル (Via holes)を 利 用 す る こ と で 電 子 配 線 層 15に 対 外 的 な 電 気 的 接
続 能 力 を 具 え さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
電 子 配 線 層 15を 実 施 す る 時 、 本 発 明 は 、 更 に そ の 上 に こ れ ら 電 子 デ バ イ ス 153を 設 置 し 、
且 つ 、 こ れ ら 電 子 デ バ イ ス 153が 高 さ 方 向 の 厚 さ を 有 す る こ と に よ り 、 前 記 本 発 明 の 両 電
極 板 10の 密 接 し た サ ン ド イ ッ チ 構 造 の 積 み 重 な り に よ る 妨 害 を 考 慮 し 、 こ れ に よ り 回 路 板
151で 用 い る 構 造 は 、 例 え ば 凹 面 の 構 造 を 用 い 、 且 つ 、 こ れ ら 電 子 デ バ イ ス 153を 比 較 的 低
い 凹 陥 エ リ ア 内 に ふ 設 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 両 電 極 板 10は 、 基 材 の 物 理 性 質 の 決 定 で 異 な る 形 状 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
も し も 硬 質 材 質 を 第 一 基 板 111、 及 び 、 第 二 基 板 131に 用 い る 場 合 、 両 電 極 板 10は 平 面 式 板
状 構 造 を 採 用 す る こ と が で き る 。 も し も フ レ キ シ ブ ル 性 材 質 を 第 一 基 板 111、 及 び 、 第 二
基 板 131に 用 い る 場 合 、 両 電 極 板 10は 捲 回 ル ー プ 構 造 、 或 い は 、 Z字 形 の 積 み 重 ね 構 造 を 用
い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 両 電 極 板 材 料 を 応 用 し た 二 次 電 池 の 構 造 断 面 図 で あ る 。 本 発 明 の 二 次 電
池 20は 、 主 に 両 電 極 板 10、 電 解 物 質 21、 及 び 、 包 装 カ バ ー 体 23を 含 み 、 そ れ ぞ れ 以 下 に 説
明 す る 。 包 装 カ バ ー 体 23に は 、 そ の 内 部 に 一 個 の 内 部 空 間 を 具 え 、 両 電 極 板 10、 及 び 、 該
内 部 空 間 に 充 填 す る 電 解 物 質 21を 収 納 す る 。 リ チ ウ ム 充 電 電 池 の 二 次 電 池 の 製 造 を 例 に す
る と 、 第 一 基 板 111の 表 面 に 位 置 す る 銅 箔 113に 、 更 に 例 え ば 活 物 質 を 含 ん だ コ バ ル ト 酸 リ
チ ウ ム の よ う な 薄 層 構 造 の 陽 極 ペ ー ス ト 25を 塗 布 す る 。 ま た 、 第 二 基 板 131の 表 面 に 位 置
す る ア ル ミ 箔 133に 、 例 え ば 活 物 質 を 含 ん だ 炭 素 を 更 に 薄 層 構 造 の 陰 極 ペ ー ス ト 27を 塗 布
す る 。 内 部 空 間 に 充 填 す る 電 解 物 質 21は 、 例 え ば 固 体 電 解 液 、 液 体 電 解 液 、 ゲ ル 状 電 解 液
を 用 い る こ と が で き る 。 包 装 カ バ ー 体 23の 材 質 は 、 プ リ ン ト 回 路 板 の 基 材 、 プ ラ ス チ ッ ク
な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 は 、 本 発 明 の 説 明 に 最 適 の 実 施 例 で あ り 、 本 発 明 の 主 張 し て い る 権 利 範 囲 は 特 許 請 求
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の 範 囲 に 記 載 し た も の を 基 準 し 、 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と が 無 い も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 両 電 極 板 の 立 体 構 造 見 取 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 両 電 極 板 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 両 電 極 板 材 料 を 応 用 し た 二 次 電 池 の 構 造 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
10　 　 両 電 極 板
11　 　 第 一 電 極 層
13　 　 第 二 電 極 層
15　 　 電 子 配 線 層
20　 　 二 次 電 池
21　 　 電 解 物 質
23　 　 包 装 カ バ ー 体 　
25　 　 陽 極 ペ ー ス ト
27　 　 陰 極 ペ ー ス ト
111　 　 第 一 基 板
113　 　 第 一 金 属 箔
131　 　 第 二 基 板
133　 　 第 二 金 属 箔
151　 　 回 路 板
153　 　 電 子 デ バ イ ス
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【 図 ３ 】
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